




 

わが国における唇顎口蓋裂の発現は400～500人に1人といわれ,年間約4000人の新生児が

この先天異常を持つことになる。これらの異常児はほとんど例外なく口唇や口蓋の形成手

術を通常 2歳頃までに受け,初めの患者(もしくは親)の主訴は取り除かれる。しかし,その

後の成長に伴って,上下顎の大きさの不調和,歯列の異常,歯の異常,咬合の異常等が認めら

れるようになり,約 80%の患者に矯正治療が必要であると推定されている。1人の患者は平

均約 10 年間の矯正治療を受けると仮定すれば、1年間に治療を受けなければならない潜在

患者は延べ約 30,000 人となる。 


